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服
部
さ
ん
が
退
官
さ
れ
る
と
い
う
ご
案
内
を
頂
戴
し
た
。

服
部
さ
ん
に
ご
厚
誼
を
頂
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
六
・
七
七
年
の
上
之
国
勝
山
館
跡

・

花
沢
館
跡
の
保
存
管
理
計
画
書
策
定
業
務
に
携
わ
っ
た
時
か
ら
で
あ
っ
た
。
七
五
年
の
夏
に
国
指

定
申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
そ
の
時
か
ら
服
部
さ
ん
は
上
ノ
国
の
館
跡
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。

一
九
七
七
年
策
定
の
保
存
管
理
計
画
書
で
北
海
道
大
学
足
達
富
士
夫
先
生
に
よ
り
、
「
遺
構

の
整
備
に
際
し
て
は
前
も
っ
て
十
分
な
調
査
を
行
う
」
「
史
実
を
尊
重
し
、
想
像
に
基
づ
く
不
正

確
な
復
原
は
行
わ
な
い
」
「
復
原
は
資
料
が
明
ら
か
な
場
合
で
も
必
要
最
小
限
に
と
ど
め

『
歴
史

の
表
現
』
を
重
視
し
、
現
状
を
尊
重
す
る
」
こ
と
が
整
備
の
基
本
方
針
と
さ
れ
、

（
１
）

七
九
年
度
か

ら
一
〇
カ
年
計
画
で
史
跡
環
境
整
備
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
初
め
て
の
国
庫
補
助
事
業
に
戸
惑

い
、
随
分
と
ご
心
配

・
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
記
念
物
課
か
ら
直
接
電
話
で
お
叱
り
を
頂
く

こ
と
が
一
度
な
ら
ず
あ
っ
た
。

計
画
が
半
ば
を
迎
え
た
頃
に
な
っ
て
も
大
量
の
遺
物
が
出
土
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
遺
構
が
把

握
で
き
ず
、
し
か
も
擦
文
時
代
と
近
世
ア
イ
ヌ
社
会
の
中
間
、
「
非
和
人
社
会

（〝
中
世
ア
イ
ヌ
〟
）

的
な
遺
物
」
で
あ
る
骨
角
器
が
未
製
品

・
破
損
品
も
含
め
数
百
点
出
土
す
る
な
ど
の
こ
と
が
重

な
り
、
「
和
人
」
が
夷
島
進
出
の
拠
点
と
し
て
築
い
た

（
ア
イ
ヌ
民
族
に
対
抗
す
る
た
め
の
）
勝

山
館
跡
の
位
置
付
け
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
最
も
危
惧
さ
れ
た
の
は
主

任
調
査
官
の
仲
野
浩
先
生
で
あ
っ
た
。
八
九
年
か
ら
朝
尾
直
弘
、
網
野
善
彦
、
石
井
進
、
榎
森

進
、
仲
野
浩
の
諸
先
生
を
勝
山
館
跡
調
査
研
究
専
門
員
に
お
迎
え
し
、
歴
史
学
的
に
検
討
し
て

頂
く
こ
と
に
な
り
、
記
念
物
課
か
ら
は
服
部
さ
ん
が
お
出
で
に
な
っ
た
。
北
海
道
教
育
委
員
会
文

化
課
の
木
村
尚
俊
さ
ん

（
故
人
）
と
と
も
に
お
力
添
え
を
賜
り
、
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
の
長
期

に
亘
っ
て
史
跡
整
備
事
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

（
２
）

二
〇
〇
一
年
石
井
先
生
が
急
逝
さ
れ
た
。

偲
ぶ
会
で
服
部
さ
ん
が
悲
し
み
を
懸
命
に
こ
ら
え
、
衣
鉢
を
継
ぐ
固
い
決
意
を
述
べ
て
い
た
。

（
３
）

石
井
先
生
は
史
跡
整
備
の
復
元
は
史
実
に
即
し
、
最
小
必
要
限
度
に
、
と
い
つ
も
仰
有
っ
て
い

た
。

（
４
）

　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

二
〇
〇
七
年
だ
っ
た
と
思
う
。
勝
山
館
跡
の
柵
列
に
つ
い
て
電
話
を
頂
い
た
。
基
本
的
に
布
堀

に
し
て
丸
木
を
立
て
並
べ
る
こ
と
、
柱

（
柱
欠
）
間
隔
は
比
較
的
密
で
あ
る
こ
と
、
据
え
付
け
時

に
安
定
さ
せ
る
た
め
に
突
き
固
め
や
打
ち
込
み
が
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
柱
痕
跡
の
底
は
平

ら
で
あ
る
こ
と
、
東
側
北
側
は
厳
重
で
、
場
所
に
よ
っ
て
三
～
四
列
検
出
さ
れ
、
（
他
に
崩
落

・

消
失
も
含
め
）
立
て
替
え
・
継
続
し
て
設
置
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
伝
え
し
た
。

勝
山
館
跡
で
は
一
九
八
三
年
勝
山
館
跡
頂
部
の
土
塁
上
で
検
出
し
た
溝
と
内
部
の
柱
穴
を
柵

と
解
釈
し
、

（
５
）

八
五
年
に
直
径
一
二
ｃ
ｍ
、
地
上
高
一
・
三
五
ｍ
の
ヒ
バ
丸
太
で
全
長
二
六
・
四
ｍ
の
柵

を
復
元
し
た
。
丸
太
上
端
に
銅
板
キ
ャ
ッ
プ
を
被
せ
、
下
部
七
〇
ｃ
ｍ
を
焼
処
理
、
二
・
六
四
ｍ
を

一
単
位
と
し
て
ボ
ル
ト
で
縛
結
し
、
腐
食
防
止
と
構
造
の
安
定
を
図
っ
た
。

（
６
）

前
述
の
様
に
計
画
年

度
の
半
ば
に
な
っ
て
も
遺
構
の
掌
握
が
出
来
ず
、
第
六
年
次
の
整
備
実
施
設
計
書
で
旧
地
形
の

服
部
さ
ん
と
勝
山
館
跡
整
備
事
業

松
崎
　
水
穂
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外
観
復
元
を
主
体
と
し
、
そ
れ
ま
で
に
検
出
し
た
遺
構
の
整
備
を
加
え
て
、
事
業
を
終
結
す
る

方
向
が
示
さ
れ
た
、
事
業
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
中
で
の
復
元
案
で
あ
っ
た
。
柵
の
立
体
復
元
事
例

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
耐
用
年
数
や
腐
朽

・
倒
壊
後
の
修
理
補
助
事
業
の
見
通
し
も
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
足
達
先
生
の
基
本
方
針
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
維
持
を
優
先
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

八
九
、
九
〇
、
九
四
～
九
五
年
度
の
館
跡
第
二
平
坦
面
正
面
、
東
側
縁
の
調
査
で
、
服
部
さ
ん
に

報
告
し
た
前
述
の
様
な
遺
構
の
検
出
を
み
、
櫓
跡
も
想
定
さ
れ
た
。
柵
は
二
〇
〇
二
、
〇
三
年

復
元
整
備
し
、

（
７
）

二
〇
一
〇
年
、
館
跡
頂
部
後
方
の
損
傷
し
た

（
当
初
整
備
の
）
柵
を
補
助
事

業
に
よ
り
修
復
、
復
元
し
た
。

（
８
）

こ
の
間
一
部
欠
失
も
あ
っ
た
が
、
二
五
年
ほ
ど
残
存
出
来
た
こ
と

に
な
る
。

柵

（
木
―
丸
太
）
の
間
隔
、
隙
間
に
つ
い
て
築
城
記
は
「
一
間
の
内
に
五
本
ば
か
り
可
立
。
（
略
）

人
ク
グ
ラ
ザ
ル
程
に
可
立
」
と
す
る
。

（
９
）

服
部
さ
ん
は
「
柵
は
よ
ほ
ど
に
間
隔
を
詰
め
て
、
横
木
も
二
、

三
本
は
設
け
な
い
と
人
間
が
入
っ
て
く
る
こ
と
は
阻
止
で
き
な
い
。
隙
間
が
空
い
て
い
る
か
ら
、
そ

こ
か
ら
射
撃
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
も
で
き
な
い
。
」
と
い
う
。）

11
（

袖
中
抄

「
ド
ク
キ
ノ
ヤ
」
に

「
オ
ク

ノ
エ
ビ
ス
ハ
鳥
ノ
羽
ノ
茎
ニ
附
子
ト
云
毒
ヲ
ヌ
リ
テ　

ヨ
ロ
ヒ
ノ
ア
キ
マ
ヲ
ハ
カ
リ
テ
イ
ル
ト
イ
ヘ
リ　

附
子

矢
ト
云
ハ
コ
レ
ナ
リ

（
略
）
」
と
あ
っ
た
。）

11
（

毒
矢
の
こ
と
は

「
諏
訪
大
明
神
絵
詞
」
や

「
氏
郷
記
」

に
も
あ
り
、
か
す
り
傷
で
も
致
命
傷
と
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
勝
山
館
跡
の
柵
の
間
隔
が

密
な
こ
と
と
関
連
す
る
か
と
思
っ
て
い
る
。
勝
山
館
跡
か
ら
も
鉄
砲
玉
は
出
土
す
る
が
少
数
で
あ

る
。
地
区
に
よ
り
柵
の
設
置
に
粗
密
が
あ
り
、
毒
矢
の
飛
距
離
、
チ
ャ
シ
跡
と
の
比
較
な
ど
検
討

す
べ
き
こ
と
は
残
る
が
、
本
州
の
定
法
に
外
れ
る
築
城
方
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

年
次
ご
と
の
調
査
概
報
で
思
い
つ
き
の
憶
測
を
書
き
連
ね
、
ご
指
導
ご
批
正
の
お
願
い
を
繰
り

返
し
た
。
地
方
に
あ
っ
て
文
字
通
り
の
管
見
を
正
し
、
教
導
頂
き
た
い
一
心
で
あ
っ
た
が
、
「
中
世

城
郭
の
復
原
と
史
料
学
」
（
『
遺
跡
学
研
究
』
四
、
二
〇
〇
七
）
に
よ
っ
て
、
服
部
さ
ん
の
検
証
対

象
に
な
り
得
な
い
、
浅
学

・
怠
慢
を
覆
う
べ
く
も
な
い
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

服
部
さ
ん
は
さ
ら
に

「
城
郭
復
元
無
用
論
」
と
し
て
啓
蒙
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
。）

11
（

い
ず
れ
に
し
て

も
勝
山
館
跡
の
調
査
や
整
備
は
、
今
後
と
も
検
討
、
批
判
さ
れ
、
正
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
わ

れ
る
。）

11
（

　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
の
核
と
な
り
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
立
や
文
化
情
報

発
信
の
場
と
し
て
整
備
し
た
城
跡
の
役
割
、
重
要
性
が
唱
導
さ
れ
る
。）

11
（

他
方
早
く
か
ら
そ
の
危

う
さ
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
。）

11
（

城
跡
や
遺
跡
に
は
形
成
さ
れ
た
背
景
が
あ
り
、
整
備
さ
れ
顕
彰
さ

れ
る
歴
史
遺
産
の
持
つ
個
性
が
、
現
代
や
将
来
の
地
域
形
成
に
ど
う
関
わ
る
か
、
地
域
史
を
見

る
確
か
な
目
が
問
わ
れ
る
と
考
え
る
。）

11
（

上
ノ
国
町
の
隣
町
厚
沢
部
町
に
松
前
氏
の
最
後
の
城
跡

「
館
城
址
」
が
あ
り
、
町
で
は
熱
心

に
史
跡
指
定
運
動
を
行
っ
て
い
た
。
服
部
さ
ん
を
上
ノ
国
か
ら
厚
沢
部
町
に
お
送
り
す
る
車
中
、

「
何
か
な
い
で
す
か
」
と
問
わ
れ
、
「
整
備
事
業
を
担
当
す
る
専
門
職
員
の
配
置
を
是
非
」
と
と

っ
さ
に
お
答
え
し
た
。
館
城
址
は
史
跡
指
定
と
な
り
、
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
整
備
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
後
に
な
っ
て
気
付
い
た
こ
と
だ
が
、
館
城
は
着
工
後
わ
ず
か
七
五
日
間
で
落
城

と
な
っ
た
、
短
命
な
城
で
あ
る
。
ど
う
整
備
し
活
用
で
き
る
の
か
、
担
当
者
の
苦
悩
が
思
わ
れ
て

な
ら
な
か
っ
た
。
調
査
が
長
期
化
し
、
目
に
見
え
る
形
で
の
成
果
が
求
め
ら
れ
た
結
果
の
典
型
が
、

勝
山
館
跡
柵
跡
の
復
元
整
備
で
あ
る
と
自
省
す
る
。
遅
ま
き
な
が
ら
修
正
さ
れ
た
が
、
決
し
て

十
分
で
は
な
い
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
電
子
媒
体
の
急
速
な
進
歩
で
無
理
な
復
元
を

し
な
く
て
も
現
地
で
の
視
覚
化
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
朗
報
で
あ
る
。

北
海
道
南
部
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
に
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
が
な
く
な

り
、
教
育
行
政
や
社
会
教
育
業
務
を
兼
務
す
る
こ
と
は
常
態
化
し
つ
つ
あ
る
。
北
海
道
指
定
文

化
財
を
有
し
な
が
ら
、
職
員
配
置
が
ま
ま
な
ら
な
い
町
も
あ
る
。
史
跡
整
備
事
業
を
弱
小
の
町

が
事
業
主
体
と
な
っ
て
疑
問
を
お
ぼ
え
出
土
品
ご
と
所
管
替
え
を
訴
え
て
も
み
た
。
す
で
に
石
井

先
生
は

「
地
方
の
町
や
村
は
二
一
世
紀
を
生
き
の
こ
れ
る
の
か
」）

11
（

と
今
日
を
見
通
し
て
い
た
。
今

の
地
域
の
状
況
は
、
一
つ
の
史
跡
が
起
死
回
生
の
核
を
担
え
る
ほ
ど
甘
く
は
な
い
。
北
海
道
の
片

隅
の
小
さ
な
町
で
史
跡
整
備
に
関
わ
っ
た
者
に
ま
で
ご
配
慮
下
さ
る
服
部
さ
ん
の
ご
厚
情
を
よ
す
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が
に
、
次
の
あ
る
べ
き
か
た
ち
を
お
ね
だ
り
す
る
甘
え
を
お
赦
し
下
さ
い
。

（
１
）　

『
史
跡
上
之
国
勝
山
館
跡

・
花
沢
館
跡
保
存
管
理
計
画
書
』
（
上
ノ
国
町
教
育
委
員
会　

一
九
七
八
）
。

（
２
）　

拙
稿

『
勝
山
館
跡
整
備
事
業
と
木
村
さ
ん
』
「
思
い
北
に
は
せ
て
」
二
〇
〇
三(

な
お
、
同
書
に
は
服
部
さ
ん
の

寄
稿
が
あ
り
、
北
海
道
で
の
お
仕
事
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。)　

『
勝
山
館
跡
の
視
点
』(

「
網
野
善
彦
著

作
集
月
報
11
」
岩
波
書
店
二
〇
〇
八)

『
史
跡
上
之
国
勝
山
館
跡
整
備
事
業
報
告
書
』
Ⅰ

・
Ⅱ

（
上
ノ
国
町
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
）
。
な
お
本
報
告
書
Ⅱ
の
勝
山
館
跡
調
査
専
門
員
に
渡
辺
先
生
と
あ
る
の
は

誤
り(

同
書
２
頁
左
欄
下)

。

（
３
）　

『学
恩
』
「で
あ
い
の
風
景
」
（
二
〇
〇
二
）
。
当
日
の
ま
ま
の
再
録
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。
ひ
た
む
き
な
敬
慕
と

も
っ
と
深
い
悲
し
み
が
こ
も
っ
て
い
た
よ
う
な
印
象
が
あ
る
が
、
筆
者
の
思
い
が
重
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
４
）　

中
世
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
実
行
委
員
会
編

『
北
の
中
世
』
（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
二
）
。

（
５
）　

『
史
跡
上
之
国
勝
山
館
跡
』
Ⅳ

・
Ⅴ

（
上
ノ
国
町
教
育
委
員
会
一
九
八
三
・
八
四
）
。

（
６
）　

『
史
跡
上
之
国
勝
山
館
跡
』
Ⅶ

（
上
ノ
国
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
六
）
。
復
元
当
初
か
ら

「
ま
る
で
○
○
○
○

砦
」
の
よ
う
だ
と
芳
し
く
な
い
評
が
あ
り
、
後
に
は
発
掘
成
果
と
矛
盾
し
軍
事
性
理
解
に
疑
念
が
あ
る
と
さ
れ
た

（
『
史
林
』
九
三
―
一
、
二
〇
一
〇
）
。
発
掘
調
査
で
は
中
央
通
路
東
西
の
土
塁
上
で
溝
に
伴
う
柱
穴
列
が
検
出
さ

れ
た
。
西
側
の
柱
穴
列
は
他
の
溝
と
の
重
複
も
あ
り
、
七
～
一
〇
ｃ
ｍ
余
の
間
隔
を
お
い
て
径
一
〇
ｃ
ｍ
ほ
ど
の
も
の

三
個
、
東
側
は
径
五
ｃ
ｍ
ほ
ど
の
も
の
を
ま
ば
ら
に
検
出
し
た
。
調
査
開
始
初
期
の
頃
で
溝
覆
土
中
か
ら
柱
痕
跡
を

検
出

・
掘
り
分
け
る
技
術
が
未
熟
な
た
め
の
見
落
と
し
、
五
ｃ
ｍ
以
下
の
小
柱
穴
は
杭
先
端
の
残
存
と
も
考
え
、
西

側
の
七
～
一
〇
ｃ
ｍ
間
隔
の
柱
列
が
当
初
の
形
状
と
想
定
し
た
。

（
７
）　

『
史
跡
上
之
国
勝
山
館
跡
』
Ⅹ
Ⅹ
Ⅳ

（
上
ノ
国
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
三
）
、
前
掲

『
史
跡
上
之
国
勝
山
館

跡
整
備
事
業
報
告
書
』
Ⅰ

・
Ⅱ

（
注
２
）
。

（
８
）　

前
掲

『
史
跡
上
之
国
館
跡
』
Ⅳ

（
注
５
）
。

（
９
）　

『
群
書
類
従
』
二
三

（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
九
再
版
）
。

（
１０
）　

服
部
英
雄

「
中
世
城
郭
の
復
原
と
史
料
学
」
（
『
遺
跡
学
研
究
』
四
、
二
〇
〇
七
）
。

（
１1
）　

『
新
編
弘
前
市
史
資
料
編
』
一
―
二

（
弘
前
市
市
長
公
室
企
画
課
、
一
九
九
五
）
。

（
１2
）　

服
部
英
雄
編

『
史
跡
で
読
む
日
本
の
歴
史
』
第
八
巻

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）
。

（
１3
）　

二
〇
一
〇
年

「
史
林
」
九
三
―
一
、
同
書
で
国
立
公
園
の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
と
と
も
に
俎
上
に
載
っ
た
の
は
名
誉
な

こ
と
な
ど
と
嘯
い
て
は
み
た
が
、
遠
吠
え
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
不
真
面
目
で
あ
る
し
何
よ
り
も
不
遜
な
こ
と
と
お

も
っ
て
い
る
。
な
お
同
書
で
指
摘
の

「
攻
め
て
に
対
す
る
防
戦
」
に
つ
い
て
は
、
柵
の
内
側
が
江
戸
時
代
の
館
神
八

幡
宮
建
替
え
な
ど
に
よ
り
削
平
さ
れ
た
た
め
不
明
で
あ
る(

前
掲
史
跡
上
之
国
勝
山
館
跡
Ⅳ)

が
、
近
世
遺
構
と

の
同
時
表
示
も
含
め
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
。

（
１4
）　

千
田
嘉
博

「
室
町
の
城

・
戦
国
の
城
」
（
小
島
道
裕
編

『
史
跡
で
読
む
日
本
の
歴
史
』
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
九
）
。

（
１5
）　

工
藤
清
泰

「
中
世
の
里

・
浪
岡
ま
ち
づ
く
り
実
験
」
（
『
弘
前
学
院
大
学

・
短
期
大
学
地
域
総
合
文
化
研
究
所
紀

要
』
５　

一
九
九
三
）
。

（
１6
）　

拙
稿
「
北
方
か
ら
の
視
座
―
上
ノ
国
・
浪
岡
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
別
巻
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
）
。
同
『
北

の
中
世
遺
跡
と
石
井
先
生
の
予
見
』
（
「
石
井
進
著
作
集
月
報
１
０
」
岩
波
書
店
二
〇
〇
五
）

（
１7
）　

前
掲

『
北
の
中
世
』
（
注
４
）
。

（
元
上
ノ
国
町
教
育
委
員
会
主
任
学
芸
員
）

＊
服
部
コ
メ
ン
ト

松
崎
さ
ん
は
北
海
道
上
ノ
国
町
の
文
化
財
担
当
者
で
、
史
跡
勝
山
館
跡
の
整
備
ほ
か
中
世
遺
跡
の
保
存
に
尽
力
さ
れ

た
。
勝
山
館
で
は
最
初
に
柵
が
復
原
さ
れ
た
。
の
ち
に
な
っ
て
柵
は
臨
時
・
仮
設
で
、
塀
が
恒
常
的
で
は
な
い
か
、
そ
う
考
え
て
、

復
原
根
拠
を
電
話
で
お
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
。
勝
山
館
は
場
所
に
よ
っ
て
は
数
時
期
に
重
複
す
る
柵
列
が
検
出
さ
れ
て

い
て
、
く
り
か
え
し
柵
が
作
ら
れ
て
、
櫓
も
あ
っ
た
。
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